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渋
川
駅
周
辺
に

市
営
駐
車
場
設
置
は

駅
周
辺
に
駐
車
場
が
少

な
く
不
便
だ
と
の
声
に
対
応
は
。

時
間
利
用
の
市
営
駐
車

場
が
13
台
あ
り
、
駅
東
に
は
民

間
の
整
備
計
画
も
あ
り
ま
す
。

不
便
な
地
域
は
人
口
減

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
二
、
三

日
止
め
ら
れ
る
駐
車
場
設
置
は
。

市
の
設
置
計
画
は
な
い

が
、
問
い
合
わ
せ
に
は
民
間
の

駐
車
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

瀧
沢
遺
跡
公
園
の
整
備
内
容
は

赤
城
町
瀧
沢
遺
跡
公
園

の
整
備
は
ど
う
な
る
の
か
心
配

だ
と
の
声
に
計
画
内
容
は
。

赤
城
地
区
の
主
要
事
業

で
こ
れ
か
ら
検
討
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

基
本
的
に
遺
跡
公
園
は

地
域
利
用
型
か
市
外
招
致
型
か
。

設
置
さ
れ
て
い
る
保
存

整
備
委
員
会
で
基
本
設
計
等
が

諮
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
に
な
り
ま
す
。

市
の
少
子
化
対
策
は

渋
川
市
統
計
書
で
自
然

動
態
マ
イ
ナ
ス
２
８
５
人
に
対

す
る
市
の
少
子
化
対
策
は
。

第
二
子
か
ら
の
出
産
祝

い
金
支
給
等
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

少
子
化
対
策
は
、
環
境

整
備
と
子
供
を
産
み
育
て
る
こ

と
に
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
し
か
な
い

と
思
う
が
当
局
の
考
え
方
は
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
推
進
に
よ
り
、
子
育
て

環
境
の
整
備
と
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

市
の
駐
車
場
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
民
間
の
各
駐
車
場
に
波
及

す
る
と
思
う
が
市
の
対
応
は
。

庁
舎
駐
車
場
へ
の
マ
タ

ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

高
金
利
で
借
り
た
地
方

債
の
繰
上
償
還
が
、
19
年
度
か

ら
３
年
間
、
一
定
の
条
件
に
合

致
す
れ
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
５
％
、
６
％
、

７
％
、
高
利
の
普
通
会
計
債
、

公
営
企
業
債
な
ど
、
財
政
負
担

の
軽
減
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

今
後
、
繰
上
償
還
に
つ

い
て
の
具
体
的
要
件
等
が
、　国　
・

県
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
ら
、
普

通
会
計
債
・
公
営
企
業
債
な
ど

対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
繰

上
償
還
を
行
い
、
財
政
負
担
の

軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
図
書
館
図
書
整
備

学
校
図
書
館
図
書
整
備

５
ヵ
年
計
画
が
18
年
度
で
終
わ

り
ま
す
。
市
内
各
学
校
図
書
館

図
書
整
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
新
５
ヵ
年
計
画
が
１
０

０
０
億
の
予
算
規
模
で
19
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
増
加
冊
数
、

更
新
冊
数
な
ど
、
予
算
確
保
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

市
内
27
校
中
21
校
が
国

指
定
の
標
準
蔵
書
数
を
達
成
し

て
い
ま
す
。
未
達
成
の
学
校
へ

は
達
成
の
た
め
に
、
ま
た
達
成

し
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
廃

棄
図
書
の
数
も
考
慮
し
た
予
算

を
講
じ
る
こ
と
で
、
学
校
図
書

館
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て

人
々
の
心
を
和
ま
せ
豊

か
に
す
る
文
化
芸
術
の
奨
励
高

揚
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
文
化

芸
術
活
動
に
貢
献
し
、
将
来
活

躍
を
期
待
さ
れ
る
方
々
に
文
化

功
労
賞
、
文
化
奨
励
賞
な
ど
、

渋
川
市
も
要
綱
を
定
め
、
文
化

芸
術
の
振
興
を
よ
り
一
層
進
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
子
供
た
ち

に
も
日
本
の
伝
統
文
化
を
承
継

す
る
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

文
化
功
労
は
、
現
行
の

表
彰
制
度
で
表
彰
し
た
い
。
子

供
た
ち
へ
の
伝
統
文
化
の
承
継

は
、
地
域
の
指
導
者
と
と
も
に
、

守
り
伝
え
る
努
力
を
し
た
い
。

都
丸
　
政
行
　
議
員

安
全
、
安
心
で
住
み
よ
い
渋
川
を

新
井
　
晟
久
　
議
員

公
的
資
金
繰
上
償
還

学
校
図
書
館
・
文
化
振
興
な
ど
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設置されたマタニティゾーン

親子連れでにぎわう市立図書館
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合
併
後
の
財
政
に
つ
い
て

経
常
収
支
率
94
％
、
公

債
費
比
率
13
・
８
％
等
の
財
政

指
数
か
ら
、
市
財
政
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

類
似
団
体
と
比
較
し
て

好
ま
し
く
な
い
指
数
も
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

交
付
税
特
例
措
置
が
終

わ
る
10
年
後
の
状
況
は
。

10
年
後
か
ら
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
、
15
年
後
に
約
20
億

円
の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

渋
川
総
合
病
院
に
つ
い
て

医
師
の
確
保
が
進
ま
な

い
中
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

い
て
い
る
。
委
譲
前
の
計
画
と

18
年
度
決
算
見
込
み
の
差
は
。

基
本
計
画
の
医
業
収
益

と
平
成
18
年
度
の
予
算
を
比
較

す
る
と
医
師
不
足
か
ら
計
画
の

約
46
％
と
い
う
状
況
で
す
。

四
ツ
角
区
画
整
理
に
つ
い
て

さ
と
り
跡
地
の
活
用
は
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の

用
に
供
す
る
た
め
に
、
活
用
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

東
京
佛
光
山
寺
日
本
総
本
山

１
月
に
起
工
式
が
行
わ

れ
た
。
今
後
の
建
設
予
定
は
。

防
災
工
事
を
先
行
し
、

平
成
20
年
末
頃
に
造
成
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。
寺
院
等

の
建
築
は
平
成
28
年
ま
で
に
15

施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

景
観
等
へ
の
市
の
指
導

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

県
と
の
協
調
を
図
り
な

が
ら
景
観
の
保
全
に
つ
い
て
、

強
力
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ー
ス
損
害
賠
償
裁
判

４
億
８
４
７
万
円
損
害

賠
償
請
求
さ
れ
て
い
る
市
財
政

を
大
き
く
左
右
す
る
裁
判
。
３

月
中
に
判
決
が
下
る
予
定
だ
が
。

判
決
が
４
月
10
日
に
延

期
、
裁
判
経
過
を
判
断
す
る
と

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

合
併
協
議
で
自
治
会
制

度
と
区
長
制
度
で
は
大
き
な
相

違
が
あ
る
た
め
、
制
度
の
統
一

を
合
併
後
速
や
か
に
調
整
す
る

と
し
て
い
る
。
現
在
の
自
治
会

長
、
区
長
の
選
出
方
法
と
任
期

は
。
ま
た
、
調
整
の
取
り
組
み

は
。

６
地
区
に
区
、
自
治
会
、

総
代
の
各
制
度
が
あ
り
、
選
出

方
法
や
任
期
が
異
な
り
ま
す
。

上
部
組
織
と
し
て
行
政
区
連
絡

協
議
会
が
発
足
し
、
調
整
に
向

け
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

１
年
交
替
の
地
区
で
は

住
民
要
望
を
新
区
長
を
通
し
て

出
さ
れ
る
。
昨
年
、
要
望
・
陳

情
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ
っ

た
。
平
成
18
年
度
中
に
そ
れ
ら

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

ま
た
、
取
り
扱
い
の
検
討
、
回

答
の
方
法
、
予
算
へ
の
反
映
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

要
望
は
自
治
会
長
等
か

ら
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
現

地
の
実
態
や
内
容
の
把
握
を
行

い
、
安
全
性
や
緊
急
性
等
を
精

査
し
た
う
え
で
予
算
要
求
を
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
運
営
経

過
と
今
後
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
意
見
具
申
が
で
き
る
組
織
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

18
年
度
に
お
い
て
は
、

合
併
後
の
渋
川
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て

７
月
・
10
月
・
12
月
の
３
回
開

催
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
定
例

を
２
回
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
の
審
議
会
を
開
催
で
き
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
策
定
の
作
業

に
新
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
か
。
資
料
提
出
は
。

公
募
に
よ
る
市
民
34
人

で
構
成
し
、
約
６
ヵ
月
間
に
わ

た
り
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

討
議
し
、
提
言
を
ま
と
め
て
い

た
だ
い
た
。
現
在
、
提
言
を
整

理
し
て
い
る
段
階
で
す
。

金
子
　
　
渡
　
議
員

一 般 質 問一 般 質 問

係争中の生ゴミ処理機（旧伊香保町）

地域審議会（北橘地区）

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

南
雲
　
鋭
一
　
議
員
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